
やないづ
みらい創生。ひと・ゆめ・れきしをつなぐまち

広

報

Y A N A I Z U

7
2026 Vol.690

＜今月の内容＞
02　柳津小学校・西山小学校運動会
04　YANAIZU NEWS LETTER
09　美術館通信
10　柳津町からのお知らせ
15　情報プラザ　ほか
表紙／柳津小学校運動会（５月16日）



03 02

５
月
１６
日（
土
）柳
津
小
学
校
、
５
月
２３
日（
土
）

西
山
小
学
校
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

各
種
目
で
の
活
躍
や
友
達
へ
の
応
援
に
一
生
懸

命
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
も
応
援
に
来
て
お
り
、
運
動

会
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

柳
津
小
学
校

「
ド
リ
ー
ム
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ

な
か
ま
と
協
力　
チ
ー
ム
柳
小
２
０
２
６
」

西
山
小
学
校

「
み
ん
な
で
元
気
に
輝
き
な
が
ら
、

　
　
　
ケ
ガ
を
し
な
い
で
日
の
丸
の
下
で

　
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」
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柳津町の出来事（～６月初旬）

令和８年度 「やないづ学校運営協議会」 スタート02

今
年
度
か
ら
三
期
目
と
な
る「
や
な
い

づ
学
校
運
営
協
議
会
」の
委
員
２０
名
に
委

嘱
状
を
交
付
し
、
２
０
２
７
年
度
ま
で
の

取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
協
議
会
は
、
柳
津
小
・
西
山
小
・
会

津
柳
津
学
園
中
を
一
つ
と
し
た「
や
な
い

づ
学
校
運
営
協
議
会
」と
い
う
名
称
で
、

令
和
４
年
度
に
発
足
し
ま
し
た
。「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」を
目
指
し
、

学
校
運
営
や
そ
の
支
援
に
関
す
る「
熟
議
」

と
呼
ば
れ
る
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
広
報
や
な
い
づ
3
月
号
で

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
学
校
課
題
の
解

決
に
む
け
て
学
校
ご
と
の
部
会
協
議
を
行

い
、
特
に
郷
土
愛
の
育
成
に
向
け
た
取
組

が
充
実
し
ま
し
た
。

第
１
回
協
議
会
で
は
、
組
織
編
成
、
活

動
計
画
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
今
後
の

方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

【委　員】　◎：会長　〇：副会長
◎塩田　恵介（寺家町：自営業）
○山内　諦真（砂子原：西山小PTA会長）
　岩佐　隼人（一王町：柳津小PTA会長）
　小池　優子（一王町：会津柳津学園中PTA会長）
　伊藤　和也（八坂野：元柳津小PTA会長）
　井関健一郎（久保田：元西山小PTA会長）
　目黒　照枝（安久津：前会津柳津学園中PTA会長）
　武田　　剛（小　巻：自営業）
　磯目　健人（安久津：柳津・西山保育所保護者会長）
　菊地　孝至（安久津：町スポーツ協会副会長）
　二瓶　博樹（諏訪町：地域部活動指導者）
　井上　　柊（檀ノ浦：地域おこし協力隊 美術館勤務）
　田﨑祐美子（一王町：地域学校協働活動推進員）
　小池　奈 （々大平町：地域学校協働活動推進員）
　菊地　由枝（五畳敷：地域学校協働活動推進員）
　菅家　　篤（柳津小学校長）
　齋藤　弘樹（西山小学校長）
　宗田　克枝（会津柳津学園中学校長）
　田﨑　　治（柳津町中央公民館長）
　菊地　淳一（柳津・西山保育所長）

「活動の基本方針」
コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的

推進により、地域とともにある学校づくり、学校を核と
した地域づくりを進め、未来を担う子どもたちの成長を
地域全体で支える社会の実現を目指します。

「活動の視点」
【視点１】気づく：子どもたちや地域のよさ、課題に気づ

き、共有する。
例　●学校での学びの様子から気づく。
　　●子どもの学びから地域のよさを再発見する。

【視点２】考える：学校・地域の課題を解決し、子どもた
ちのよさを伸ばす取組を共に考える。

例　●地域とともにある学校のあり方を考える。
　　●学校間の連携や地域の団体・企業等との連携を考

える。
【視点３】協働する：よりよい学校・地域づくりのために

協働する。
例　●通学の安全確保のために協働する。
　　●地域理解、キャリア教育充実のために協働する。

５
月
２６
日（
火
）古
内

亮
さ
ん
、６
月
１
日（
月
）

松
村
喜
至
子
さ
ん
、
松

村
紗
萌
さ
ん
が
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
柳
津
町
で
は
、

総
勢
１０
名
の
隊
員
が
、

地
域
活
性
化
の
た
め
、

ま
た
定
住
・
定
着
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

松ま
つ

村む
ら 

紗さ

萌ほ 

隊
員

出
身
地
：
京
都
府

古ふ
る

内う
ち 

亮り
ょ
う 

隊
員

出
身
地
：
千
葉
県

松ま
つ

村む
ら 

喜き

至し

子こ 

隊
員

出
身
地
：
京
都
府

新しい地域おこし協力隊員を紹介します01

担
当
業
務

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

（
み
ら
い
創
生
課
み
ら
い
創
生
係
）

意
気
込
み

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
移
住
者
と

し
て
の
視
点
を
活
か
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
通
じ
て
柳
津
町
の

魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
柳
津
町
の

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

担
当
業
務

移
住
定
住
推
進
事
業

（
み
ら
い
創
生
課
み
ら
い
創
生
係
）

意
気
込
み

移
住
者
向
け
冊
子
の
作
成
で
こ

れ
か
ら
多
く
の
住
民
の
方
に
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
か
と
思
い

ま
す
。
移
住
者
と
し
て
の
経
験

を
活
か
し 

移
住
定
住
者
が
定
着

で
き
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

担
当
業
務

移
住
定
住
推
進
事
業

（
み
ら
い
創
生
課
み
ら
い
創
生
係
）

意
気
込
み

移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
の
気

持
ち
に
寄
り
添
い
、
町
の
魅
力

や
日
々
の
暮
ら
し
が
伝
わ
る
、

温
か
み
の
あ
る
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
一
日

も
早
く
柳
津
町
の
一
員
と
し
て

馴
染
め
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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第30回 柳津郵便局長杯争奪バレーボール大会04

６
月
１４
日（
日
）、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

に
お
い
て
、「
第
３０
回　

柳

津
郵
便
局
長
杯
争
奪
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

男
子
５
チ
ー
ム
、
女
子

５
チ
ー
ム
が
参
加
し
総
当

た
り
戦
で
大
会
を
行
い
ま

し
た
。
町
内
の
チ
ー
ム
や

中
学
生
女
子
の
新
鶴
柳
津

学
園
バ
レ
ー
部
、
町
外
の

チ
ー
ム
な
ど
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
通
し
た
広
域
的
な

交
流
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
、
優
勝
は

男
子
チ
ー
ム「V

A
N

C
E

」、

女
子
チ
ー
ム「ESTRELA

」

と
な
り
、
男
子
チ
ー
ム

「V
A

N
C

E

」は
３
連
覇
を

果
た
し
ま
し
た
。

白河―奥会津広域観光協議会発足03

５
月
２２
日（
金
）、
県
南
・
奥
会
津
を
中
心
と

す
る
１２
市
町
村
は
、
観
光
客
の
誘
致
や
受
け
入

れ
態
勢
の
強
化
を
図
る
た
め
、「
白
河
―
奥
会
津

広
域
観
光
協
議
会
」を
発
足
し
ま
し
た
。
本
協

議
会
に
参
画
す
る
の
は
、
白
河
市
・
西
郷
村
・

天
栄
村
・
下
郷
町
・
檜
枝
岐
村
・
只
見
町
・
南

会
津
町
・
柳
津
町
・

三
島
町
・
金
山
町
・

昭
和
村
・
会
津
美

里
町
で
す
。

今
後
は
、
白
河

市
を
奥
会
津
地
域

等
へ
の「
玄
関
口
」

と
位
置
づ
け
、
関

東
圏
お
よ
び
新
潟

方
面
の
観
光
客
の

受
け
入
れ
態
勢
を

強
化
し
て
い
き
ま

す
。
１２
市
町
村
の

周
遊
を
促
す
取
り

組
み
に
も
乗
り
出

す
考
え
で
、
家
族

で
楽
し
め
る
体
験

型
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
た
び
え
ほ
ん
」の

発
行
や
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
の
実
施
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

租税教室05

５
月
２７
日（
水
）柳
津
小
学
校
、
５
月

２９
日（
金
）西
山
小
学
校
に
お
い
て
、
租
税

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役
場
税
務
係

職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、
な
ぜ
税
金

が
必
要
か
、
税
金
が
社
会
の
た
め
に
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
税
の
役
割

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
授
業
の
最
後
に

は
、
１
億
円
の
レ
プ
リ
カ
に
触
れ
る
体
験

を
し
、
あ
ま
り
の
重
さ
に
児
童
た
ち
は
と

て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

講
師
の
話
を
真
剣
に
聞
き
、
税
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

第38回 ふくしま駅伝に向けて始動06

6
月
4
日（
木
）、
中
央
公
民
館
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
第
38
回
ふ
く
し
ま

駅
伝
柳
津
町
実
行
委
員
会
」の
第
１
回
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
昨
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び

反
省
、
新
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
行
委
員
長
よ

り
戸
倉
勉
監
督
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
例
年
よ
り
早
期
に
事
業

を
開
始
し
、
選
手
募
集
や
練
習
体
制
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
、
昨
年
の
46
位
を
上
回

る
成
績
と
敢
闘
賞
獲
得
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

厚生労働大臣特別表彰および功労者知事表彰受賞07

元
民
生
児
童
委
員
の
猪
股
勝
氏（
五
畳

敷
）は
、
平
成
７
年
１２
月
か
ら
令
和
７
年

１１
月
ま
で
３０
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
民
生

児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の
第
一
線
で

献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
功
績
に
対
し
、
厚
生
労
働
大
臣

お
よ
び
福
島
県
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

民
生
児
童
委
員
は
、
生
活
困
窮
者
の
ほ

か
高
齢
者
・
児
童
・
障
が
い
者
な
ど
の
相

談
・
支
援
等
、
地
域
の
一
番
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
ま
す
。
猪
股
氏
の
長
年
の
ご
尽
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



美術館通信 YANAIZU NEWS LETTER

09 08

第51回 柳津町長杯争奪野球大会

B&G財団・東北ブロックB&G海洋センター災害時総合応援協定締結式

福島県警察音楽隊演奏会

10

08

09

６
月
７
日（
日
）、「
第
５１
回
柳
津
町
長

杯
争
奪
野
球
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
柳
津
町
野
球
連
盟
に「
金

山
町
チ
ー
ム
」が
加
わ
り
、
今
大
会
は
参

加
４
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
優
勝
を
目

指
し
、
爽
や
か
な
初
夏
の
風
が
通
り
抜
け

る
中
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

１
位　
柳
津
ク
ラ
ブ

２
位　
金
山
町
チ
ー
ム

３
位　
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

5
月
20
日（
水
）、
青
森
県
五
所
川
原
市
の

五
所
川
原
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
Ｂ
＆
Ｇ

財
団
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
等
所
在
市
町
村
間
に
お
け
る
、
災
害
時
相

互
応
援
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
災
害
時
に
同
財
団
と
海
洋
セ
ン

タ
ー
所
在
市
町
村
が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
協
定
で
す
。
今
後
も
関
係
市

町
村
と
協
力
し
な
が
ら
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

5
月
30
日（
土
）、
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育

館
に
お
い
て
、
芸
術
鑑
賞
会「
福
島
県
警

察
音
楽
隊
演
奏
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
を
含
む
31
名
の
隊
員
が
出

演
し
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽
や
ポ
ッ
プ
ス
な

ど
の
親
し
み
や
す
い
楽
曲
を
披
露
さ
れ
、

迫
力
あ
る
演
奏
と
華
や
か
な
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
の
演
技
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

来
場
者
数
は
１
１
５
名
に
の
ぼ
り
、
会

場
は
満
席
と
な
る
大
盛
況
で
、
観
客
の
皆

さ
ん
は
息
の
合
っ
た
演
奏
や
演
技
に
聴
き

入
り
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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「『目指す子どもの姿』実現に向けた取組」に関するアンケート実施のお知らせ01
やないづ学校運営協議会では、「『目指す子どもの姿』実現に向けた取組」を定め、広報やないづでお知らせ

しながら、町内の小中学校と地域・家庭が一体となった取組を目指しています。
今後の取組の一層の充実に向けて、地域の皆さんを対象に「『目指す子どもの姿』実現に向けた取組」につ

いてのアンケートを実施します。（回答期限：令和８年７月31日）
下記の二次元コードをスマホ等で読み取っていただくか、URLをパソコンに入力いただき、ご自身や地

域での児童生徒との関わり等についてお答えください。
なお、アンケートの結果につきましては、後日、「やないづ教育ネット」等でお知らせいたします。ぜひ回

答にご協力をよろしくお願いいたします。

問　やないづ学校運営協議会事務局　℡０２４１－４２－２１１５

アンケート回答 URL
https://forms.gle/
RnGRsgdixqySdsgu5

「『目指す子どもの姿』
実現に向けた取組」は

コチラ

アンケートの
回答はコチラ

県立宮下病院からのお知らせ03 内科　鈴木　康平

４月より県立宮下病院に赴任いたしました鈴木康平です。これまで消化器内科を中心に診療に携わってまい
りました。地域の皆さまが安心して受診できるよう、丁寧でわかりやすい診療を心がけてまいります。まだ不
慣れな点もございますが、皆さまのお力になれるよう努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

あなたの一声にお答えします05
町では、皆さまから頂いたご意見等を反映し、よりよいまちづくりを進めていくため、“ご意見箱”を設置

しています。今回お寄せいただいたご意見の一部について、ご回答いたします。
………………………………………………………………………………………………………………………………
Q．駐車場のラインについて
　　うすくて見えない、停める位置がわからない、道の駅も同様。

Ａ．貴重なご意見ありがとうございます。各公共施設の駐車場のラインが見えづらく、ご利用の皆さまには
大変ご不便とご迷惑をお掛けし、お詫び申し上げます。

　　状況につきましては、各担当課において把握しており、今年度、町内各公共施設（役場・ふれあい館・
道の駅・ほっとinやないづ・町民センター・せいざん荘・運動公園・すぱーく柳津）の駐車場ラインを
修繕する予定で準備を進めております。（総務課総務係）

自衛官の募集について02
自衛隊では、次のとおり自衛官を募集します。受験を希望される方はご応募ください。

申□・問　自衛隊福島地方協力本部　会津若松出張所　℡０２４２－２７－６７２４
　　　　〒965－0825　会津若松市門田町大字黒岩大坪57－1

募集種目 航空学生 一般曹候補生 ２等陸・海・空士

資 格 18歳以上24歳未満者高卒または
高専３年次修了者（各見込含）

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は採用予定月の末日現在、

33歳に達していない者）
受付期間 令和８年７月１日～８月28日 令和8年7月1日～9月1日 年間を通じて行っています

試験期日

１次試験： ９月19日、26日
　　　　　（いずれか一方の１日）
２次試験：10月15日〜22日（うち１日）
３次試験 （各うち１日）
海：11月20日～12月16日
空：11月14日～12月17日

１次試験（うち１日）
９月16日～27日

２次試験（うち１日）
10月17日〜11月１日

筆記試験・口述・身体検査
受付時にお知らせします

試験場所 １次試験受付時にお知らせします 試験受付時に
お知らせします

問　NPO法人赤べこトータルスポーツ（柳津町B＆G海洋センター内）　℡０２４１－４２－２２４６

柳津町B&G海洋センタープール営業について04
今年の夏は、７月18日（土）より営業いたします。皆さんのご来館をお待ちしています。 

■開館期間　令和８年７月18日（土）～８月23日（日） 
■休 館 日　日程表のとおり　※定休日以外に機械設備点検等で休館する場合があります。
　　　　　　　　　　　　　　　熱中症予防のため気温、水温により時間短縮になる場合があります。 
■開館時間　午前の部 ９：00～11：30／午後の部 13：00～16：30
■使 用 料　

■日 程 表

区　分 平　日 休日（土、日、祝日）
幼　　　児 無料※ 無料※
小・中学生 無　料 110円

一般（高校生以上） 220円 220円
町外の小・中学生は平日も110円掛かります。午前の部、午後の部それぞれ上記料金が掛かります。
※幼児は無料ですが、必ず保護者が同伴してください。同伴の保護者は有料（一般料金）
※プールの使用なしで見学および付き添い等で入場される場合も上記料金が掛かります。

７
月

月 火 水 木 金 土 日
○：開館日　　　×：休館日　　　△：午前休館 ○ 18 ○ 19

○ 20 × 21 ○ 22 ○ 23 ○ 24 △ 25 ○ 26
× 27 ○ 28 ○ 29 ○ 30 ○ 31

※7/25（土）は赤べこトータルスポーツ水泳講習会開催のため午前中休館

８
月

月 火 水 木 金 土 日
△  １ ○  ２

×  ３ ○  ４ ○  ５ ○  ６ ○  ７ ○  ８ ○  ９
× 10 ○ 11 × 12 ○ 13 ○ 14 ○ 15 ○ 16
× 17 ○ 18 ○ 19 ○ 20 ○ 21 ○ 22 ○ 23
× 24 × 25 × 26 × 27 × 28 × 29 × 30
× 31

※8/１（土）は赤べこトータルスポーツ水泳講習会開催のため午前中休館
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 ● 子ども・子育て支援金制度  Ｑ＆Ａ ●
Ｑ１．なぜ『子ども・子育て支援金制度』が必要なのでしょうか？
Ａ１．近年、少子化・人口減少の進行が加速していることから、政府は、こども未来戦略「加速化プラ

ン」を策定し、子ども・子育て支援の拡充を実施することを決めました。支援金制度はこれを支
える財源の一部です。

Ｑ２．収入が少なくても支払う必要があるのでしょうか？
Ａ２．支援金は所得に応じて拠出いただきますが、今までと同様に、
　　　低所得の方に対する軽減措置を設けています。

Ｑ３．なぜ独身や高齢者も支払う必要があるのでしょうか？
Ａ３．子どもたちは成長し、やがて社会保障制度の担い手となること

から、子どもの育ちを支える支援金制度は全ての方にメリット
があるため、独身の方や高齢者の方等全ての世代に加え、企業
も含めた社会全体で支える仕組みとしています。

加入者に納めていただく国民健康保険税は、国民健康保険事業を運営するための大切な財源に
なります。

納めない方がいると安定的な運営ができなくなり、お互いに助け合う国民健康保険制度が成り
立たなくなるほか、納期限内に納付された方との公平性を損なうことになります。

そして、国民健康保険税の納入が特別な事情もなく未納のままとなっている場合は、
10割（全額）を医療機関に支払わなければなりません。

加入者の皆さんは納める義務がありますので、必ず納めるようにしましょう。

国民健康保険税に「子ども・子育て支援金分」が加わります06
次世代を担う子どもたちを社会全体で支える制度として、令和８年４月分から『子ども・子育て支援金制

度』が始まりました。
本制度は、全ての世代や企業が拠出した「子ども・子育て支援金」を、子育て施策（児童手当の拡充、妊婦

のための支援給付、育児時短就業給付、こども誰でも通園制度、育児期間中の国民年金保険料減免等）の財
源として活用する制度であることから、皆さんが加入している医療保険（国民健康保険、後期高齢者医療、
社会保険、共済組合等）の保険料や税に子ども・子育て支援金が上乗せとなります。

そのため、令和８年度から本町の国民健康保険税も、これまでの「医療分」、「後期高齢者支援金分」、「介
護分」に加えて、「子ども・子育て支援金分」を納めていただくことになります。

子どもや子育て世帯を、全世代・全経済主体が支える、新しい分かち合い・連帯の仕組みですので、ご
理解とご協力をお願いいたします。

※所得によって税額の軽減の対象となる場合があります。
　また、世帯の状況等により、モデルケース（参考例）と異なる場合があります。

◎医療分
医療保険の財源に充てるための税金で、加
入者全員が対象者です。
◎後期高齢者支援金分
後期高齢者医療制度を支えるための税金で、
加入者全員が対象者です。
◎介護分
介護保険の財源に充てるための税金で、加
入者のうち、40歳以上65歳未満の方が対象
となります。（65歳以上になると、介護保険
料として直接納付するようになります。）
◎所得割
加入者の前年中の総所得金額から基礎控除
額（43万円）を控除した後の額に税率をかけ
て算出した金額です。
◎均等割
被保険者一人あたりの金額です。
◎平等割
一世帯あたりの金額です。

※国民健康保険における子ども・子育て支援金の均等割については、本制度が少子化対策に係るものであ
ることに鑑み、18歳に達する日以後の最初の３月31日以前までの子どもに係る均等割額が10割軽減され
ます。そして、その軽減された分は「18歳以上均等割」として、18歳以上の加入者が、本来の均等割に加
えて負担することとなります。

＊子ども・子育て支援金分以外の税率については、令和７年度から変更はありません。
＊令和８年４月分からの国民健康保険税を７月～２月の計８回に分けて納付していただきます。なお、納

税通知書は、７月中旬頃に発送予定です。

【モデルケース（参考例）】
加入者 所　得 子ども・子育て支援金分

世帯主（35歳） 3,000,000円 10,000円

世帯主（45歳） 4,000,000円

14,600円配偶者（40歳） 500,000円

子（10歳・８歳） なし

世帯主（70歳） 1,500,000円
6,100円

配偶者（66歳） 100,000円

区　　　分 令和８年度

医　 療　 分

所得割 9.15％

均等割 27,000 円

平等割 18,800 円

後 期 高 齢 者
支 援 金 分

所得割 2.74％

均等割 11,300 円

平等割 7,500 円

介　 護　 分

所得割 2.25％

均等割 11,100 円

平等割 5,600 円

子ども・子育て
支 援 金 分

所得割 0.30％

均等割 1,300円

18歳以上均等割（※） 100円

平等割 900円

国民健康保険税は期限までに納めましょう

問　納付に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　総務課税務係　　　℡０２４１－４２－２１１３
　　制度・税率・その他国民健康保険全般に関すること　町民課保健衛生係　℡０２４１－４２－２１１８
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●家の外の備えを行う（大雨が降る前、風が強くなる前に済ませましょう）
・窓や雨戸はしっかりと鍵をかけ、必要に応じて補強しましょう。
・側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておきましょう。
・風で飛ばされそうな物は飛ばないように固定、もしくは屋内へ格納しましょう。

●家の中の備えを行う
・非常用具を確認しましょう。（懐中電灯、携帯用ラジオ（乾電池式）、救急用品など）
・室内からの安全対策をしましょう。
　（窓ガラスに飛散防止フィルムやテープなどを貼る、カーテンやブラインドを下ろすなど）
・水の確保をしましょう。（断水に備えて飲料水を確保する、浴槽に水を張って生活用水を確保するなど）
・非常用食品を準備しましょう。（乾パンやクラッカー、レトルト食品、缶詰など）

●避難場所の確認を行う
・学校や公民館など、避難場所として指定されている場所への避難経路を確認しましょう。
・日頃から家族で避難場所や連絡方法などを話し合っておきましょう。
・気象台が発表する「台風情報」、「警報・注意報」など情報の入手を行う。
・自分が住んでいる地域のハザードマップを事前に確認しておきましょう。

●台風接近中は不要な外出は控え、危険な場所へは近づかない
・雨で増水した小川や側溝は境界が見えにくくなり、転落事故などが発生します。
　また、山崩れ・がけ崩れも起こりやすくなります。
　日頃は安全と思われている場所でも油断せず、危険な場所へはむやみに近づかないようにしましょう。

問　火事・救急・救助は１１９番へ！
　　会津坂下消防署柳津出張所　℡０２４１－４２－２１５０
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求 人 者 名 株式会社 みとみ 共栄株式会社
勤 務 地 柳津町 他 柳津町
職 種 そろばん教室の先生 営　業
雇 用 形 態 アルバイト・パート（週２日～４日程度） 正社員
雇 用 期 間 期間の定めなし 期間の定めなし

応 募 資 格 高卒以上／普通自動車免許／年齢不問
子どもの頃の珠算能力検定３級程度（それ以下でも応相談）

高卒以上／普通自動車免許（必須）
年齢44歳以下

給与・賃金等 時給　1,100円　※試用期間中は955円 月給　217,000円～
休日休暇等 土日祝休み 会社カレンダーによる
問い合わせ先 ℡０２４２－２９－２２２２　大谷 ℡０２４６－２７－３３００　小林
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産

取
得
税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
住
宅（
住
宅
用
附
属
家
を
含
む
）

の
総
床
面
積
が
40
㎡
以
上
２
４
０
㎡
以
下

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐

待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

標
語
募
集
の
お
知
ら
せ

01

柳
津
町
内
企
業
等

求
人
情
報
一
覧

03紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
企
業
の
み
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
情
報
に

つ
い
て
は
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

詳細は
コチラ

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制

度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

02

参加費無料！奥会津共創カレッジ「おくカレ」参加者募集中

台風、大雨、強風への備えをしましょう

07

08

地域の未来を一緒に考え、形にしてみませんか？
奥会津共創カレッジでは、地域内外の参加者が集まり、対話やフィールドワークを通して、新たな地域

づくりに挑戦します。奥会津地域にお住まいの方はもちろん、地域に関心のある方、地域づくり活動の経
験者やこれから始めてみたい方など、どなたでも参加可能です。

■開　催　時　期　７月20日（月）、８月20日（木）、９月11日（金）～12日（土）、
　　　　　　　　　10月15日（木）、12月5日（土）
■おくカレの特徴　・第一線で活躍するゲスト講師から直接学べる機会の充実
　　　　　　　　　・講座期間中はいつでも相談できる！手厚いフォローアップ体制
　　　　　　　　　・忙しくても大丈夫！オンラインと対面のハイブリッド開催　　　など
■ナ ビ ゲ ー タ ー　石井重成氏（青森大学准教授、奥会津地域共創フェロー）
■募　集　期　間　令和８年７月17日（金）まで

開催時期や詳細は、只見川電源流域振興協議会までお問い合わせください。

問　只見川電源流域振興協議会　℡０２４１－４２－７１２５
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ご寄附（５月分・敬称略・掲載可能者のみ）戸籍の窓（５月届出分・敬称略・掲載可能者のみ）7月行事予定カレンダー （下段：休日救急診療当番医）
日 月 火 水 木 金 土

6／28 6／29 6／30 1 2 3 4
健幸クラブ（柳津）／
町民センター（10：00～）
子宮がん検診／ゆ
きげ館（9：30～）
弁護士相談会・行
政相談会／銀山荘

（10：00～12：00）

授業参観（ファミ
リー学級）／柳小

（9：00～）

5 6 7 8 9 10 11
第79回福島県総合
スポーツ大会地域
スポーツ大会両沼
大会／運公テニス
コート他（8：30～）

５歳児健診／銀
山荘（13：00～）

健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

授業参観・保護
者会／中学校

（13：00～）

県立宮下病院
（三島町）
℡0241-52-2321

12 13 14 15 16 17 18
子育てカフェ／
銀山荘（9：30～
11：30）

子宮がん検診／ふ
れあい館（9：00～）

小・中学校第１
学期終業式

会津みさと診療所
（会津美里町）
℡0242-54-2211

19 20  海の日 21 22 23 24 25
県中体連総合大
会（～24日）

保育所開放日／柳
保（9：30～11：00）
健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

小型家電および
衣類の無料回収
／役場駐車場

（9：00～10：00）

もこぬま内科消化器科
医院（会津美里町）
℡0242-56-5622

こばやしファミリーク
リニック（会津美里町）
℡0242-55-0388

26 27 28 29 30 31 8／1
乳児健康相談／
銀山荘（9：30～）

健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）

荒井医院
（会津坂下町）
℡0242-83-2224

※坂下厚生総合病院・高田厚生病院・県立宮下病
院は、当日は通常診療は行わず、急患の方だけ
を診察いたします。また、救急告示病院ですの
で、当番日以外でも急患の方は診察いたします。

※各医院の都合により、当番が変更になる場合が
ありますのでご了承ください。

■柳津町へ

一般寄附

会津たばこ販売協同組合　柳津支部

■柳津小学校へ

一般寄附

株式会社ファインモールド

ご遺志

渡　部　和　行　（細　越）　

■西山小学校へ

一般寄附

株式会社ファインモールド

■会津柳津学園中学校へ

一般寄附

株式会社ファインモールド

ご遺志

渡　部　和　行　（細　越）

■町社会福祉協議会へ

ご遺志

杉　原　宏　一　（芋小屋）　　

白　石　ゆかり　（宮城県）　　　　

渡　部　和　行　（細　越）　

7月の納期限は7月31日（金）です
【口座振替引落日：7月27日（月）】

柳津町は納税完納推進の町です
納税により、皆さんの暮らしが成り立っています。
納期限内に納めましょう。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
問   総務課税務係　℡０２４１－４２－２１１３

固定資産税 ２期 総務課税務係
℡０２４１－４２－２１１３

国民健康保険税
（普通徴収） １期 総務課税務係

℡０２４１－４２－２１１３
介護保険料

（普通徴収） ２期 町民課住民福祉係
℡０２４１－４２－２１１８

住宅使用料 ７月分 建設課建設係
℡０２４１－４２－２１１７

水道・
公共下水道料

６・７
月分

建設課上下水道係
℡０２４１－４２－２１１７

農集排・林集排・
簡易排水使用料 ７月分 建設課上下水道係

℡０２４１－４２－２１１７

■ご結婚

田﨑偉央（一王町） ♥ （旧姓：伊藤）実穂（宮城県）

■ご逝去

杉　原　ハルコ 93 （野老沢）

星　　　光　輝 90 （安久津）

渡　部　行　雄 85 （一王町）

鈴　木　勝　秋 84 （大成沢）

齋　藤　吉　衛 91 （出　倉）

福島

協力隊だより

改めましてよろしくお願いします！ 滝沢　知美（ふるさと納税業務）

vol.1

今年はふるさと納税の寄附者さまを対象に、柳津のお母さんの手料理を食べたり、コミュ
ニケーションを取りながら、柳津を心のふるさとと思っていただけるような、柳津の暮らし
を体感できるようなイベントを首都圏で開催したいと思っています。
また、令和８年８月で任期満了となるので、町内の空き家を活用し
て事業を進められるよう準備中です。今後もいち柳津町民として
頑張っていきますので、何卒よろしくお願いいたします！
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